
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１月 2７日発行 
熊谷市立市田小学校 

学校教育目標  生き生きと学び 力いっぱい活動し だれとでも仲良く 

学校だより 2 月号 

市田っ子 花と笑顔とあいさつ いっぱいの学校 

市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

～結実の後期後半～ 
結実の後期後半です。結実とは、4月から努力した結果とし

て、その成果が得られること、或いは、今までの努力が良い結

果となって現われることです。 

結実させるためには、何をすればよいのでしょうか。その

一つは、「規則正しい生活をすること」です。そのためには、

次の三つの時間を自分で時間を決め、毎日実行して欲しいと

思います。①起床時間を決める、②帰宅時間を決める（曜日に

よって違います）、③就寝時間を決める…この三つの時間を

決めて、毎日実行すれば規則正しい生活になっていきます。

そして、大事なことは、家に帰ってから寝るまでの時間を計

算し、その時間をどう過ごすか、その時間をどう使うかを考

え生活することです。生活時間を見直してみてください。 

市田っ子一人一人が、学習に生活に力いっぱい頑張り、充

実した日々を過ごし、楽しい思い出をつくることができるよ

うに職員一同全力をもって取り組んでまいります。 

 

４月からの新生活に向けて ～市田っ子の成長を願って～ 
 

                           校長 山田 明 

    

２月３日（月）は節分、翌４日（火）は立春となります。まだまだ寒い日が続くと思い

ますが、「光の春」が一足早くやってきます。一年の暦の中で一番季節の遷り変わりを待

ち焦がれ、季節の変化に一喜一憂するのは２月ではないでしょうか。 

児童にとっての今年度の学校生活も残すところ２か月をきり、６年生は３月２４日の

卒業式までカウントダウンとなりました。４月から、中学生となる６年生、同じく４月か

らは学年が一つずつ上がる１年生から５年生の子供たちの姿が、冬の厳しさに耐え、春

からの成長を待っている草木の小さな芽と重なってきます。 

１５６名の市田っ子は、今まで学校生活の中であいさつや返事など当たり前のことが

当たり前にできるようになること、また、学習面では、読み書き、計算など基礎的学力に

加え、ラグビーW カップ応援観戦をはじめとする《くまがやラグビー・オリパラプロジ

ェクト》の学習を通じて、自分の考えをまとめ、発表する力などを育んできました。これ

らの学習で培われた小さな芽が、これから花を咲かせ、大きな実りとなって、市田っ子を

より一層たくましく成長させてくれます。 

今年度も残すところわずかとなりました。１年生から６年生の市田っ子全員が、明る

く元気でたくましく、大きな実りを得られるよう、子供たち一人一人を見守り育んでま

いりますので、引き続き保護者・地域の皆様におかれましても、ご理解とご支援をよろし

くお願いいたします。 

 


